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ンス分析や dual scalingとの関係もお聞きし興味深かった． 
3. センター充実期とSAS 
1980 年代に入って，センターのホスト計算機も M シリーズの IBM 互換機に変わり，世界中
のソフトウェアが自由に使えるようになった．正確な年代は記憶にないが，また雄山先生が「SAS





















































5. Predictive data miningについて 
理工学部に移籍後はセンターの活動とは離れてしまった．本稿の趣旨とはすこしずれるかもし
れないが， 21世紀に入ってよく聞くようになった２つの言葉について，最後に付言しておきた
い．2000 年前後と思うが，データマイニングが一般化してきた時代に，SPSS 社（最近 IBM 社
に買収されたようだが）も SAS 社もデータマイニング用のパッケージとして，Clementine や













































り分からない」として，applicability domain を限定する方向で現在考えている．Predictive data 
mining とは異なり，理解と予測の両立を志向する困難な途ではある．ただし，化合物ではもち
ろん，プロ野球データで投球の球種や打者のヤマを予測できるかと試しているが，なかなかに難
しい．この問題は考えようによっては深い問題で，そう簡単に結論が出るようなものでは無いの
だろう．データ解析だけでなく，一般の学問やビジネスで得られた知識でも同じである．会社で
の経営手法が学校法人にも適用可能なのか，西欧社会での宗教の役割が日本をはじめとする極東
でどこまで敷衍できるのか，考え出せばきりがない． 
7. おわりに 
筆者が関学にお世話になってからの年月だけでも，計算機を取り巻く環境は激変した．筆者の
研究室の大学院生や卒研生の諸君に，python言語とMySQLや Rを組み合わせて，データマイニ
ングに関する web アプリケーションを作ってもらうことが多い．いわゆるアジャイルなソフト
ウェア開発の方法が，学生諸君の柔軟な知的能力の涵養にも有効と思うためである．このような
テーマは 20年前には想像もできなかったものであり，移り変わりの早さに我ながら驚かされる．
しかし，ASP やクラウドと言葉は変わっても，昔のホストコンピュータが別の形で姿を現して
いるわけで，この変わらない点も感慨深いものがある． 
センターの組織が変わるのも，一抹の寂しさは覚えるが，やむをえないことであろう．しかし，
データの世界が無限であり，データ解析の重要性は当分の間変わらないように思う．というより
も，かえってその重要性を増していくであろう．関学でも現在学長である杉原先生を始めとして，
データ解析関連に造詣の深い先生方が多数おられる．雄山先生をはじめとする諸先生方が築きあ
げた，関学のすばらしいデータ解析の灯がこれからもより明るく輝き続けることを願って拙稿を
閉じることとしたい． 
 
（記憶にのみ頼って書いた原稿で，年代を含めて色々と誤っている可能性がある．また，参考
文献も一切記していない．筆者に問い合わせていただけるなら，喜んで回答させていただくので，
この点もあわせてご容赦いただければ幸いである．） 
